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令和５年度一般会計と教育費予算の内訳令和５年度一般会計と教育費予算の内訳
議会費

1億9,538万円
0.9%

総務費
31億9,123万円

民生費
76億1,176万円
33.4%

衛生費
20億3,273万円

8.9%
農林水産業費

4.5%

商工費
3億101万円
1.3%

土木費
12億34万円
5.3%

消防費
11億9,586万円

5.2%

公債費
25億5,354万円

予備費
5,000万円
0.2%

教育費
34億5,005万円
15.1%

一般会計
228億2,000万円

10億3,809万円

11.2% 14.0%

17.0%

11.9%

32.2%

5.0%

4.7%

15.8%

13.4%

学校給食費

保健体育費

社会教育費

幼稚園費

中学校費

小学校費

教育総務費 4億6,199万円

5億4,368万円

1億6,110万円

5億8,887万円

4億1,022万円

11億1,005万円

1億7,414万円

教育費　34億 5,005 万円（対前年度 16.5% 減）

令和５年度令和５年度
教育費主要事業教育費主要事業

　令和５年度に計上した教育費は 34億 5,005 万円で、松尾小
学校新校舎整備事業完了等により、令和４年度より約 6億 8,000
万円の減額となりました。実施する主な事業は次のとおりです。

～生涯を通じて人と人とがふれあい共に学びあえるまちづくり～～生涯を通じて人と人とがふれあい共に学びあえるまちづくり～

小中学校の英語の授業や外国語活動で、児童生徒がネイティブ
スピーカーから直接指導を受けることができるよう外国人講師
を派遣します。

グローバル教育推進に向け、中学生を対象に英検受験料の補助
を実施します。

確かな学力向上を目指し、主体的に学びあう児童生徒を育成す
るため、ティ―ムティ―チングによる少人数指導と若手教員の
指導力向上を図ります。

【外国人英会話授業支援事業】

【英語教育推進事業】

【学力向上支援事業】

①学校教育の充実

予算額 28,908 千円

3,965 千円

2,083 千円

予算額

予算額

学校統合に伴い遠距離通学となる児童生徒の負担を軽減するた
め、通学バスを運行します。

【通学バス運行事業】
62,870 千円予算額

ＧＩＧＡスクール構想に係る児童生徒１人１台端末の活用を推
進し、児童生徒が分かりやすく、学習意欲が膨らむ授業を展開
できるよう、教職員のサポートとなるＩＣＴ支援員を民間委託
により配置し、授業支援等を行います。

【ICTサポート事業】
14,157 千円予算額



大富小学校にて松本ピアノお披露目演奏会が行われました
　大高潔さん（東京都）・大髙和郎さん（山武市富田）より寄贈された「松
本ピアノ」のお披露目演奏会が、３月13日 ( 月 )に大富小学校にて
開催されました。
　松本ピアノは千葉県君津市出身の松本新吉が、1893 年に設立し
た楽器製造会社で、国産ピアノの代表的メーカでした。2007年に
君津市内にあった唯一の工場が閉鎖されましたが、「スイート・トーン」
と呼ばれる音色で親しまれてきました。
　寄贈していただいたピアノは、100 年以上の歴史があり、鍵盤に
現在は規制されている象牙が使用されています。大変貴重なピアノ
のため、２ヶ月かけて丁寧に修理されました。
　お披露目演奏会では、ピアノ修理マイスター越川浩康さんによる
ピアノに関する貴重なお話や、松尾小学校講師の行木春乃さんによ
る演奏が披露され、歓声の声が上がりました。児童からは、感謝の
気持ちを込めて「ひろい世界へ」が披露され、素敵なお披露目演奏
会となりました。

子どもたちとシニア世代の相互連携による教えあい、学びあい
の場を構築し、グローバル人材を育成するため、山武市学校教
育の基盤整備の中核となる「学校支援センタ－」を設置する事
業です。

経年による老朽のため、成東小学校受水槽改修工事、南郷小学
校東側校舎外壁等改修工事、山武北小学校校舎棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ改修
工事を実施します。また、令和６年度の緑海小学校校舎棟外壁
等改修工事の為の設計積算業務も実施します。

成東学校給食センター及び山武学校給食センターの２施設を統
合し、現在の学校給食衛生基準にあった給食センターを整備し
ます。

広い視野と国際感覚豊かな人材育成を目的とし、海外の自然・
文化及び社会情勢等を見聞してもらうため、山武市内に在住の
中学生・高校生を海外に派遣する山武市少年海外派遣団の補助
金申請に対して、内容を審査し補助金を交付します。

山武市内のスポーツ団体を統轄し、生涯スポーツを健全に普及
させ、生涯スポーツ文化の建設に寄与することを目的とする活
動に対し補助金を交付します。

【地域人材活用教育支援
 プラットフォーム形成事業】

【小学校施設改修事業】

【学校給食センター施設整備事業】

②生涯学習の推進

予算額 8,019 千円

132,820 千円

123,446 千円

予算額

予算額

園児や児童生徒、保護者を対象に、子どもの人権について、ま
た、互いの人権について正しく理解してもらうため、市内の園
及び小中学校で講座を開催します。

【少年海外派遣支援事業】

【スポーツ協会補助事業】

【子ども人権（CAP）事業】

4,594 千円

4,030 千円

1,039 千円

予算額

予算額

予算額

③スポーツの振興

④人権尊重のまちづくり



小学校・中学校入学式
　４月１２日（水）は中学校４校で、４月１３日（木）小学
校１１校で、令和５年度の入学式がそれぞれ行われました。
コロナウイルス感染症対策を講じながら、在校生も多く
出席し温かい雰囲気で新入生を迎えました。
　中学校は４校合わせて３１４名のみなさんが、小学校は
１１校合わせて２４８名のみなさんが、希望を胸に新たな
学校生活への第一歩を踏み出しました。
（写真は成東中学校、成東小学校、蓮沼小学校）

山武市教職員等（園・学校）合同着任式
　４月４日（火）山武市教職員等（園・学校）合同着任式を成東文化会館のぎくプラザで開催し、市内の小・中学校、
幼稚園、こども園に１１７名の先生方をお迎えしました。
　合同着任式には、新型コロナウイルス感染症対策で新規採用者と市外からの異動者の４８名が出席しました。
　合同着任式の前には、英語教育推進事業や情報化教育環境整備事業など特色ある山武市の教育について
ガイダンスが行われ、山武市に対する理解を深めていただきました。
　転入職員を代表して挨拶いただいた、大富小学校の内貴功生校長の誓いの言葉の一部を掲載いたします。

　「学びの感動と、人（ひと）を思いやる心を育み、未来をたくましく切り拓く自立した人づくり」を理念と
した山武市に、私たち１１７名を温かくお迎えいただき、決意を新たに、引き締まる思いを実感しております。
  私たちはこの理念を受け止め、豊かな心と健康でたくましい体を育む教育、そして持続可能な社会と子ど
も達の未来を見据え、確かな学力の定着、グローバル社会に対応した外国語教育やＩＣＴ教育の推進等、
時代に求められる学校教育に力を注いでいく覚悟でございます。
　コロナ禍で制限された学校や園での生活等が、やっと元に戻りつつある中、４月から新年度が始まり、
私たちは学校や園で、子どもたちを迎えることができます。子どもたちと共に学習できることを当たり前と
感じるのではなく、これからも一日一日をどう価値あるものにしていくことができるか、私たち教職員一人一
人が自覚し、日々の教育実践に取り組んでいくつもりでございます。

山武市合同着任式転入職員代表挨拶　大富小学校　内貴功生校長

成東小入学式成東小入学式

蓮沼小入学式蓮沼小入学式成東中入学式成東中入学式

ガイダンスの様子ガイダンスの様子大富小学校　内貴功生校長大富小学校　内貴功生校長



令和5年度前期企画展
「岡も河もよし　－道具でみる昔のさんむ－」

　市では、芸術文化スポーツ活動の一層の振興を図
ることを目的に、芸術文化活動やスポーツ活動に精
励し、全国大会などに出場する個人や団体に報奨金
を交付する制度を設けています。報奨金の交付には
条件がありますので、交付を希望される方は、教育
総務課へご相談ください。

【問い合わせ先】教育総務課
　☎０４７５－８０－１４３１

芸術文化スポーツ報奨金制度

大会種別
報奨金の額

個人 団体
関東大会など 1万円 3万円
全国大会 2万円 5万円
世界大会 5万円 10万円

教育委員会の最新情報について
　教育委員会では教育委員会公式ホームページにて
教育に関する情報を掲載しています。
　また、SNSでも最新情報を発信しているので、
フォローや友だち登録をよろしくお願いします。

山武市公式ＬＩＮＥアカウントを友だち登録
後、受信カテゴリ設定　⇒「子育て・教育」を
選択すると教育関係の情報を受け取れます！

山武市マスコットキャラクター

ＳＵＮムシくん

教育委員会
公式ホームページ

教育委員会
公式Twitter

山武市
公式LINE

｢文芸さんむ第1５号｣原稿募集
募集作品ジャンル（複数可）：短歌、俳句、川柳、詩、エッセイ、評論、短編小説
申込資格：18 歳以上で現在または以前に市内に在住・在勤された方、市内短歌・俳句会員、市にゆかりのある方
　　　　　※詳細はホームページまたは成東中央公民館、市役所、教育委員会、各出張所、各図書館、各公民館にあり
　　　　　　ます募集要項をご覧ください。
申込期限：令和５年８月 31日（木）
申込方法：生涯学習課（成東中央公民館内）へ郵送または持参　　郵送先：〒 289-1345　山武市津辺２６２-１
問い合わせ先：生涯学習課　☎０４７５-８０-１４５１

「岡も河もよし」とは、伊藤左千夫が明治３９（１９０６）年に
詠んだ歌の一節です。
　小説『野菊の墓』を発表するなど、絶頂期を迎えていた左千夫
が「故郷に錦を飾る」がごとく成東駅に到着した時の故郷の様子
を詠んだものとされています。
　それでは、当時のさんむはどのような所だったのでしょうか。
　山武市域は、西の下総台地上に、杉を中心とした山林が広が
り、東に見渡す限りの水田が広がる九十九里平野、そして東端は
太平洋に接しています。そこでは昔から自然環境と向き合いなが
ら生活が営まれてきました。
　今回の展示では江戸時代から、急速に機械化が進む昭和40年
代頃まで使われた道具を通して、昔の人たちが山武市の自然環境
とどのように向き合い生活してきたのかを見ていきます。

期　　間　令和５年５月９日（火）から
　　　　　令和５年９月24日（日）まで
　　　　　※令和５年９月26日から
　　　　　　10月６日までは展示替え休館。
開催場所　山武市歴史民俗資料館　企画展示室 水車での水くみ（昭和半ば頃　松尾）水車での水くみ（昭和半ば頃　松尾）


